
























The Practice of Intermediate Level Reading Comprehension 
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－ An Attempt to Transcribe Reading Comprehension Teaching Material to 
Braille by a Japanese Language Teacher －
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　2006 年 12 月、第 61 回国連総会において、「障害者の権利に関する条約」（以下、障害者権利
条約）1 ）が採択された。日本は 2007 年に署名、2011 年障害者基本法の改正、2012 年障害者総合
支援法の成立、2013 年障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律案（いわゆる障害者差
別解消法）の成立といった国内法の整備を経て、2014 年、「障害者権利条約」の批准に至った。


































JLPT のウェブサイト上で公開されている点字冊子試験の受験者数 4 ）（図 1 ）から、点字を使用す








































　2 . 2 で挙げた IAVI では、独自の奨学制度を設けており、視覚に障害のある発展途上国の若者が
毎年 1，2 名来日し、鍼・灸・マッサージの三療の技術を学んでいる。彼らは来日後、6 か月間
の日本語研修を経て、日本の教育機関に進学しており、筆者らはその進学後の日本語の支援とし
て、補習授業を行っている。補習授業の概要は以下のとおりである。
（ 1 ）　実施日・時間：	週 1 回・3 時間程度
（ 2 ）　実施場所：都内の視覚特別支援学校
（ 3 ）　教師：1 名（ 4 人の教師が交代で特別支援学校に出向き、授業を行う）























　　　　　　　・2 名は Skype で参加（他校在籍中）































し、インターネット上で公開されている「 eBraille 」10 ）を用いて点訳を行った。











































　以降、本節では（ 1 ）から（ 6 ）の手順について述べる。
（ 1 ）教材の選定
　教材の選定は、3 時間の授業のうち、1 時間程度で読解、設問の答え合わせ、解説ができるよう、






































図 3　「 eBraille 」入力画面
（ 5 ）点訳ソフトによる編集


































　完成した点字データを、USB メモリや SD カードなどの記録媒体に保存した。保存したデータは、
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